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Q　

市
民
目
線
で
の
行
財
政
改
革
の
推
進
と

は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施
策
な
の
か
。

A　

本
年
一
月
に
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を

行
い
、
部
署
名
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
親

し
み
や
す
い
名
称
に
変
更
し
た
。
今
後
は
、

市
民
や
民
間
の
視
点
で
市
の
事
務
事
業
評
価

を
行
う
行
政
評
価
委
員
会
の
さ
ら
な
る
活
用

や
、
指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
し
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
声
を
反
映
さ
せ
る

施
設
利
用
者
懇
話
会
（
仮
称
）
の
導
入
、
非

常
勤
職
員
を
活
用
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る

窓
口
の
推
進
な
ど
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
行

財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Q　

島
原
市
の
農
業
生
産
額
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

A　

長
崎
県
農
林
水
産
統
計
年
報
に
よ
れ

ば
、
平
成
十
二
年
が
百
二
十
一
億
四
千
万
円
、

十
五
年
が
百
四
十
一
億
六
千
万
円
、
十
八
年

が
百
五
十
一
億
二
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

主
に
野
菜
、
肉
用
牛
を
中
心
に
増
加
し
て
い

る
。

Q　

農
業
振
興
の
た
め
に
は
、
島
原
市
の
農

業
事
情
や
農
業
者
の
声
を
国
や
県
に
要
望
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
伝
え
て
い
る
の
か
。

A　

本
市
の
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
施
策
等

に
つ
い
て
、
長
崎
県
市
長
会
や
全
国
市
長
会

を
通
じ
て
県
や
国
へ
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
県
内
の
認
定
農
業
者
で
組
織
す
る
長

崎
県
農
業
経
営
改
善
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
役

員
と
、
県
農
林
部
の
幹
部
職
員
と
の
意
見
交

換
会
で
も
農
業
者
の
意
見
を
直
接
伝
え
て
い

る
。

Q　

近
年
、
国
や
県
の
出
先
機
関
の
職
員
数

が
減
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
こ
と

を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

本
市
に
お
け
る
国
や
県
の
職
員
は
、
こ

の
五
年
間
で
八
機
関
で
約
九
十
人
減
少
し
て

い
る
。
職
員
の
家
族
を
含
め
る
と
経
済
波
及

効
果
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
面
か
ら
も

大
き
な
損
失
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

Q　

地
方
分
権
に
伴
う
権
限
移
譲
で
市
の
仕

事
は
ふ
え
て
き
て
い
る
。
一
方
で
、
市
は
行

財
政
改
革
で
職
員
数
や
経
費
の
削
減
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A　

権
限
移
譲
に
よ
り
地
方
に
事
務
が
移
管

さ
れ
る
場
合
、
財
源
措
置
が
な
く
仕
事
だ
け

が
ふ
え
る
状
況
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
行

き
届
か
な
く
な
る
懸
念
は
持
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

  

◇
公
共
施
設
や
公
共
物
の
点
検
に
つ
い
て

  

◇
東
京
学
生
寮
に
つ
い
て
の
確
認

  

◇
国
の
出
先
機
関
に
つ
い
て

Q　

新
年
度
予
算
に
お
い
て
、
本
市
な
ら
で

は
の
特
色
あ
る
事
業
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
。

A　

少
子
化
対
策
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
経

済
発
展
な
ど
の
観
点
か
ら
、
島
原
病
院
の
小

児
科
再
開
に
向
け
た
島
原
地
域
小
児
医
療
学

講
座
、
島
原
城
天
守
閣
復
元
五
十
周
年
事
業

と
し
て
関
係
都
市
と
の
交
流
事
業
、
島
原
城

築
城
四
百
年
に
向
け
て
の
観
光
振
興
事
業
、

観
光
資
源
で
あ
る
湧
水
の
活
用
と
し
て
浜
の

川
湧
水
「
銀
水
」
整
備
事
業
な
ど
が
あ
る
。

Q　

外
部
の
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
行
政

評
価
委
員
会
か
ら
の
意
見
は
、
新
年
度
予
算

に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　

五
事
業
を
抽
出
し
審
議
い
た
だ
い
た
。

太
陽
光
発
電
設
置
整
備
事
業
は
廃
止
と
し
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
は
県
の
補
助
制

度
を
考
慮
し
て
予
算
を
削
減
し
て
い
る
。
ま

た
、
拡
大
の
評
価
を
受
け
た
島
原
市
特
産
品

Ｐ
Ｒ
催
事
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な

る
事
業
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Q　

献
立
へ
の
郷
土
料
理
な
ど
の
採
用
状
況

と
、
地
元
産
物
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

A　

島
原
地
方
の
郷
土
料
理
と
し
て
具
雑

煮
、
六
兵
衛
、
だ
ご
汁
な
ど
を
取
り
入
れ
、

料
理
の
由
来
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
。
昨
年

度
の
地
場
産
物
使
用
割
合
は
七
十
一
・
九
％

で
、
今
後
も
地
産
地
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q　

給
食
費
の
納
入
状
況
と
未
納
対
策
は
。

A　

二
十
五
年
末
時
点
で
の
納
入
率
は

九
十
九
・
八
％
で
、
未
納
は
五
十
六
件
の

二
十
五
万
八
千
五
百
八
十
円
と
な
っ
て
い

る
。
未
納
分
の
催
促
は
、
現
年
度
分
は
学
校

長
が
行
い
、
過
年
度
分
は
教
育
委
員
会
が

行
っ
て
い
る
。

Q　

異
物
混
入
の
発
生
状
況
と
防
止
対
策

は
。

A　

二
十
五
年
度
は
二
月
末
時
点
で
三
十
五

件
あ
っ
た
が
、
全
て
食
べ
る
前
に
発
見
さ
れ
、

健
康
被
害
は
あ
っ
て
い
な
い
。
十
分
な
点
検

を
行
い
発
生
の
未
然
防
止
に
努
め
る
。

Q　

溶
岩
ド
ー
ム
が
崩
落
し
た
場
合
、
現
在

の
導
流
堤
で
対
応
可
能
な
の
か
。

A　

発
生
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
ケ
ー

ス
３
に
対
応
す
る
た
め
、
第
一
及
び
第
二
砂

防
堰
堤
を
約
四
メ
ー
ト
ル
か
さ
上
げ
を
す
る

事
業
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

Q　

災
害
活
動
の
経
験
を
有
す
る
方
を
危
機

管
理
専
門
員
と
し
て
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

A　

二
十
六
年
度
か
ら
災
害
派
遣
活
動
な
ど

の
経
験
が
あ
る
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
方
を
専
門
員

と
し
て
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

新風会

永田　光臣
議員

チームⅠ

馬渡　光春
議員

▼
市
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

▼
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

▼
地
域
主
権
改
革
に
つ
い
て

▼
当
初
予
算
に
つ
い
て

▼
学
校
給
食
に
つ
い
て

▼
防
災
対
策
に
つ
い
て


